









The Extension of time for contractual liability under the Japanese Civil Code 














































































































































































































































終 章 むすびに 
以上の通り、本研究では契約責任の時間的延長の一端について理論的基礎を定立し契約責
任体系を再構築する際の理論的示唆を提供することができたと考える。しかし、本研究では
理論的基礎を提示したに過ぎず、さらに平成 29 年 6 月 2 日に公布された「民法の一部を改
正する法律」（平成 29 年法律第 44 号）によって契約責任に関する理解を刷新する部分が認
められるため、今後は新たな民法下における裁判例および学説の動向を注視していく必要
がある。 
 
